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歯学情報(受 賞報告)
リン酸オクタカルシウム(OCP)の骨芽細胞分化に与える影響
穴 田 貴 久
東 北 大学 大学 院歯 学研 究 科 顎 口腔 機能 創 建学 分野 助 教
こ 鍍 ・The7thAsianBloce「amlcs主 な 論 文
Symposium2007(ABC2007)にお い
てYoungInves†igator]sAwardを拝 受1)AnadaT,KumagaiT,HondaY,MasudaT,KamijoR,
致 し ま した(2007年9月)。 本 稿 で は,Kamaku「aSlYoshiha「aN,Ku「iya9awaT,ShimauchiH,
受 賞 対 象 の 内 容 を含 め て,筆 者 が 顎 口SuzukiO'Dose-DePenden†Oste。9enicEffectof
騰 能創建学分野において・これまで::}lllall麗 噺 離i識1黙 麟gowSt「omal
に 行 っ て き た 研 究 内容 の 一 部 を こ こ に2)KawaiT ,AnadaT,HondaY,KamakuraS,MatsuiK,Matsui
紹 介 さ せ て 頂 き ます 。A,SasakiK,MorimotoS,EchigoS,SuzukiO,Synthetic
リ ン酸 オ ク タ カ ル シ ウ ム(OCP)は ヒ ド ロ キ シ ア パ タ イ トoctacalciumphosphateaugmentsboneregeneration
(HA)の前 駆 物 質 で あ り,実 際 に歯 の エ ナ メ ル 質,象 牙 質 や 骨co「 「elatedwi†hitscontentincolIagenscaffold・Tissue
のHAマ トリ ック ス 中 に 同 定 さ れ て い ます 。これ ま で に 当 分 野En9inee「in92008;inP「ess'
一.-3)AnadaT,lmaizumiH、KamakuraS,SuzukiO.Biode一で は
,合 成OCPを ラ ッ ト頭 蓋 冠 の 規 格 化 骨 欠 損 部 等 に 埋 入 すgradablesyntheticoc†acalciumph。sphateb。nesubsti一
る と,HAに 比 べ,生 体 内 で 吸 収 さ れ つ つ 骨 再 生 を促 進 す る こ †ute,EnvironmentalBiodegradati。nResearchFocus
と を報 告 し て お り ます 。OCPは 骨 再 生 過 程 に お い て 骨 芽 細 胞2007;259-71、
や そ の 前 駆 細 胞 等 に作 用 す る こ とで 骨 形 成 を 促 進 し,OCP自4)KamakuraS,SasakiK,H。ndaY,AnadaTIMatsuiK,
身 が 骨 形 成 の核 とな っ て 骨 修 復 が 促 進 す る所 見 が 得 られ て いEchigoS,SuzukiO'Dehyd「othe「malt「eatmentofcol一
ます 。そ こ で,今 回 受 賞 した 研 究 で は,OGPの 骨 再 生 機 序 を 明lageninfluencesonbone「egene「ationbyoctacalcium
phosphate(OCP)collagencomposi†es,Journalo†Tis一
らか に す る こ と を 目 的 と し,骨 芽 細 胞 の細 胞 増 殖 ・分 化 に与 えsueEngineeringandRegenerativeMedicine2007;1:
る影 響 に つ い てHAセ ラ ミク ス を比 較 と し て検 討 し ま した 。実450-6 .
験 は,合 成 し たOCP及 び 市 販HA粉 体 を 種 々 の 量 で48ウ ェ5)KamakuraS,SasakiK,HommaT,HondaY,AnadaT,
ル ポ リス チ レ ン プ レ ー ト上 に コ ー テ ィ ン グ し た もの を作 製 し,Echi9。S・SuzukiO・TheP「imacyof。ctacalciumPhos一
そ の上 に骨 髄 由 来 間 質 細 胞 株ST2細 胞 を 播 種 して3日 間 か らPhate(OCP)coilagencomP。si†esinb。ne「egene「ati。n'
TheJournalofBiomedicalMaterialsResearch:PartA
21日間 培 養 を 行 い ま し た 。 そ れ ぞ れ の期 間 に お い て 細 胞 増 殖2007
;83A:725-33.
とア ル カ リ ホ ス フ ァタ ゼー(ALP)活 性 の 定 量 測 定 を 行 い ま6)HondaY ,AnadaT,KamakuraS,NakamuraM,Sugawara
し た。 ま た,realtimePCRによ っ て そ の他 の 分 化 マ ー カ ー にS,SuzukiO,Elevatedextracellularcalciumstimulates
っ い て も検 討 を行 い ま した 。そ の 結 果,OCPは 初 期 細 胞 増 殖 をsecretionofb。nemorPhogeneticProtein2byamacro一
抑 制 す る一 方,培 養 後 期 に お い て,OCPコ ー テ ィ ン グ 量 の増 加Phagecell[ine・Bio。hemicalandBioPhysicalResea「ch
に伴 いALP活1生 が 有 意 に 高 くな り ま し た 。 また,PCRに よ りC。mmunications2006;345:1155-60'
分 化 マ ー カ ー で あ る コ ラ ー ゲ ン1,オ ス テ リク ス の 発 現 もOCP
量 依 存 的 に発 現 上 昇 す る こ とが わ か りま した ・ それ に対 し て,略 歴
HAで は こ の よ う な 量 依 存 的 な 分 化 マ ー カ ー の 発 現 上 昇 は 観
察 され ませ ん で した 。以 上 の 結 果 か ら,invitroにお い てOCP2002年4月 日本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員(DC2)
はHAに 比 べ てST2細 胞 の 骨 芽 細 胞 へ の 分 化 を促 進 す る こ と2003年3月 九 州 大 学 大 学 院 工 学 府 材 料 物 性 工 学 専 攻 博 士
が 確 か め られ ま した 。 課 程 修 了(博 士(工 学))
今 後 は,よ り詳 細 な 。CPの 骨 形 成 辮 の 解 明 や 骨 疾 患 治2003年4月JST基 礎 的 研 究 発 殿 進 事 業(SORST)博 士 研
療 滑 再 生 医 療 の た め の 新 規 ドラ ツグ デ リバ リー 法 の 開 発 な ど 類
の検 討 を進 め て い く予 定 で す 。2005年4月 東 北 大 学 大 学 髄 学 研 究 科 顎 口 騰 能 創 建 学
本 研 究 の 遂 行 に あ た り,ご 指 導 ご協 力 頂 い た諸 先 生 方 に御 分 野 助 手
礼 申 し上 げ ます 。2007年4月 同 助 教(現 在 に至 る)
25
